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第    8    期    決    算    公    告 

2026 年 6 月 19 日 

東京都港区高輪 2 丁目 21 番 1 号 

au フィナンシャルホールディングス株式会社 

代表取締役社長 石月  貴史 

 

連結貸借対照表（2026 年 3月 31 日現在） 

（単位：百万円） 

科           目 金   額 科           目 金   額 

（資 産 の 部）  （負 債 の 部）  

現 金 預 け 金 874,083 預 金 5,652,425 

コ ー ル ロ ー ン 32,676 譲 渡 性 預 金 40,000 

買 入 金 銭 債 権 86,266 コ ー ル マ ネ ー 2,717   

金 銭 の 信 託 26,588 債 券 貸 借 取 引 受 入 担 保 金 430,286 

有 価 証 券 737,774 保 険 契 約 準 備 金 7,810 

貸 出 金 6,400,123   支 払 備 金 2,423 

外 国 為 替 4,600   責 任 準 備 金 5,386 

割 賦 売 掛 金 812,593 借 用 金 2,106,400 

そ の 他 資 産 219,979 未 払 金 471,429 

有 形 固 定 資 産 1,953 そ の 他 負 債 213,574 

   建 物 1,082 賞 与 引 当 金 1,773 

   建 設 仮 勘 定 7 退 職 給 付 に 係 る 負 債 351 

   そ の 他 の 有 形 固 定 資 産 862 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 101 

無 形 固 定 資 産 59,549 繰 延 税 金 負 債 1,668 

   ソ フ ト ウ ェ ア 36,120 負 債 の 部 合 計 8,928,538 

   の れ ん 7,759 （純 資 産 の 部）  

   そ の 他 の 無 形 固 定 資 産 15,669 資 本 金 43,400   

繰 延 税 金 資 産 7,789 資 本 剰 余 金 126,867   

貸 倒 引 当 金 △ 4,875 利 益 剰 余 金 153,223 

  株 主 資 本 合 計 323,490 

  その他有価証券評価差額金 △ 5,794   

  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 7,535 

  その他の包括利益累計額合計 1,740   

  非 支 配 株 主 持 分 5,333 

  純 資 産 の 部 合 計 330,564 

資 産 の 部 合 計 9,259,103 負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 9,259,103 
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        2025 年 4 月 １日から 

連結損益計算書 

2026 年 3 月 31 日まで 

（単位：百万円） 

科        目 金                  額 

経 常 収 益       323,282 

銀 行 事 業 124,087 

資 金 運 用 収 益 96,193 

  貸 出 金 利 息 81,198 

  有 価 証 券 利 息 配 当 金 6,753 

  コ ー ル ロ ー ン 利 息 2,648 

  預 け 金 利 息 4,995 

  そ の 他 の 受 入 利 息 597 

役 務 取 引 等 収 益 23,132 

そ の 他 業 務 収 益             3,307 

そ の 他 経 常 収 益 1,453 

保 険 事 業 20,888 

保 険 引 受 収 益 20,294 

  正 味 収 入 保 険 料 20,224 

  そ の 他 保 険 引 受 収 益 69 

資 産 運 用 収 益 27 

  利 息 及 び 配 当 金 収 入 2 

  コ ー ル ロ ー ン 利 息 24 

そ の 他 経 常 収 益 567 

そ の 他 事 業 178,306 
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   科        目 金                  額 

経 常 費 用 288,439   

銀 行 事 業 117,019 

資 金 調 達 費 用 43,394 

  預 金 利 息 32,236 

  コ ー ル マ ネ ー 利 息 153 

  債 券 貸 借 取 引 支 払 利 息 1,855 

  借 用 金 利 息 7,496 

  金 利 ス ワ ッ プ 支 払 利 息 1,242 

  そ の 他 の 支 払 利 息 410 

役 務 取 引 等 費 用 32,148 

そ の 他 業 務 費 用 3,719 

営 業 経 費 37,668 

そ の 他 経 常 費 用 87 

保 険 事 業 20,875 

保 険 引 受 費 用 17,670 

  正 味 支 払 保 険 金 16,104 

  損 害 調 査 費 649 

  諸 手 数 料 及 び 集 金 費 212 

  支 払 備 金 繰 入 額 203 

  責 任 準 備 金 等 繰 入 額 499 

資 産 運 用 費 用 0 

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費 3,203 

そ の 他 経 常 費 用 0 

そ の 他 事 業 150,544 

経 常 利 益 34,842 

特 別 利 益 2,912 

     事 業 譲 渡 益 852 

     取 引 条 件 変 更 に 伴 う 一 時 利 益             2,060 

特 別 損 失 1,130 

     固 定 資 産 処 分 損 96 

     取 引 条 件 変 更 に 伴 う 一 時 損 失 750 

     事 業 譲 渡 関 連 費 用 261 

     そ の 他                21 

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 36,625 

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 12,510 

法 人 税 等 調 整 額 △1,551 

法 人 税 等 合 計 10,958 

当 期 純 利 益 25,666 

非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 696 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 24,970 
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記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

1.  連結の範囲に関する事項 

（1） 連結子会社 8 社 

au じぶん銀行株式会社 

au フィナンシャルサービス株式会社 

au ペイメント株式会社 

au アセットマネジメント株式会社 

au フィナンシャルパートナー株式会社 

au 損害保険株式会社 

au Reinsurance Corporation 

au 少額短期保険株式会社 

（2） 非連結子会社 

該当事項はありません。 

 

2. 持分法の適用に関する事項 

（1） 持分法適用の非連結子会社及び関連会社 

該当事項はありません。 

（2） 持分法非適用の非連結子会社及び関連会社 

該当事項はありません。 

 

3. 連結子会社の決算日等に関する事項 

すべての連結される子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 

 

4. 会計方針に関する事項 

（1） 有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額

法）、その他有価証券については時価法（売却原価は主として移動平均法により算定）、た

だし市場価格のない株式等については移動平均法による原価法により行っております。 

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しておりま

す。 

（2） 金銭の信託の評価基準及び評価方法 

 金銭の信託において信託財産を構成している有価証券等の評価は、当社グループが当該

有価証券等を保有する場合と同じ方法により行っております。 
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（3） デリバティブ取引の評価基準及び評価方法 

デリバティブ取引の評価は、時価法により行っております。 

（4） 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 

主として定額法により償却しております。 

主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物 2 年から 18 年 

工具、器具及び備品 2 年から 15 年 

② 無形固定資産 

定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、利用可

能期間（最長 20 年）に基づいて償却しております。 

（5） 貸倒引当金の計上基準 

貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、次のとおり計上しております。 

「銀行等金融機関の資産の自己査定並びに貸倒償却及び貸倒引当金の監査に関する実

務指針」（日本公認会計士協会銀行等監査特別委員会報告第４号 2022 年 4 月 14 日）に

規定する正常先債権及び要注意先債権に相当する債権については、一定の種類毎に分類し、

将来発生が見込まれる損失率を合理的に見積もり、予想損失額に相当する額を計上してお

ります。破綻懸念先債権に相当する債権については、債権額から担保の処分可能見込額及

び保証による回収可能見込額を控除し、その残額のうち必要と認める額を計上しておりま

す。破綻先債権及び実質破綻先債権に相当する債権については、債権額から、担保の処分

可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除した残額を計上しております。 

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、資産査定部署が資産査定を実施し、当

該部署から独立した与信監査部署が査定結果を監査しております。 

なお、一部の連結される子会社は、債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権

については過去の貸倒実績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権

については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

（6） 賞与引当金の計上基準 

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込

額のうち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。 

（7） 役員退職慰労引当金の計上基準 

役員退職慰労引当金は、役員への退職慰労金の支払いに備えるため、役員に対する退職

慰労金の支給見積額のうち、当連結会計年度末までに発生していると認められる額を計上

しております。 

（8） 退職給付に係る会計処理の方法 

退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算は、退職給付に係る当連結会計年度末の自

己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。 
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（9） 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建資産・負債は、連結決算日の為替相場による円換算額を付しております。 

（10） 収益及び費用の計上基準 

約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に

受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。 

（11） 重要なヘッジ会計の方法 

金利リスク・ヘッジ 

金融資産・負債から生じる金利リスクのヘッジ取引に対するヘッジ会計の方法として、

繰延ヘッジを適用しております。その他有価証券に区分している固定金利の債券及び固定

金利の借用金の相場変動を相殺するヘッジにおいては、個別にヘッジ対象を識別し、金利

スワップ取引をヘッジ手段として指定しております。ヘッジ有効性評価の方法については、

相場変動を相殺するヘッジについて、へッジ対象とヘッジ手段の相場変動の累計を比較し

両者の変動額を基礎にして判断しております。 

（12） のれんの償却方法 

のれんの償却については、その効果が発現すると見込まれる期間（20 年以内）で均等償

却しております。 

（13） グループ通算制度の適用 

当社及び一部の国内子会社は、グループ通算制度を適用しております。 
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注記事項 

（重要な会計上の見積り） 

  会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結財務諸表にその額を計上した項目であっ

て、翌連結会計年度に係る連結財務諸表に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとお

りです。 

 

固定資産及びのれんの評価 

(1) 当連結会計年度に係る連結財務諸表に計上した額 

有形固定資産     1,953 百万円 

無形固定資産        59,549 百万円 

 

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報 

当社グループはのれん及び固定資産のうち、将来の収益性が著しく低下した等の理由で減

損の兆候があると認められる資産又は資産グループについて、当該資産又は資産グループか

ら得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額が帳簿価額を下回る場合には、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上いたします。そのため、減損の兆候

の把握、減損損失の認識及び測定にあたっては見積りを含む慎重な検討を実施しております

が、市場環境の変化等により見積りの前提とした条件や仮定に変化が生じた場合、減損損失の

計上が必要となる場合がございます。 

 

（連結貸借対照表関係） 

1. 銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりで

あります。なお、債権は、連結貸借対照表の貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利

息及び仮払金の各勘定に計上されているものであります。 

 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額     3,157 百万円 

危険債権額                  1,312 百万円 

三月以上延滞債権額               560 百万円 

貸出条件緩和債権額              1,201 百万円 

合計額                    6,232 百万円 

 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開

始の申し立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準

ずる債権であります。 

危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が

悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性が高い債権で
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破産更生債権及びこれらに準ずる債権に該当しないものであります。 

三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延して

いる貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないもので

あります。 

貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減

免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行

った貸出金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に

該当しないものであります。 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。 

 

2. 担保に供している資産は次のとおりであります。 

 担保に供している資産 

  有価証券           453,250 百万円 

  貸出金           2,041,774 百万円 

 担保資産に対応する債務 

  債券貸借取引受入担保金    430,286 百万円 

  借用金               2,059,900 百万円 

上記の他、為替決済等の取引の担保として、有価証券 60,736 百万円、貸出金 1,723,688

百万円を差し入れております。また、その他資産には、先物取引差入証拠金 18,995 百万

円、金融商品等差入担保金 15,402 百万円及び保証金 1,231 百万円が含まれております。 

 

3. 当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し

出を受けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資

金を貸し付けることを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、

677,869 百万円であります。 

 

4. 有形固定資産の減価償却累計額     2,004百万円 

 

（連結損益計算書関係） 

1. 取引条件変更に伴う一時損益 

当社子会社の au フィナンシャルサービス株式会社は、取引先との間で発生していた契約

の解釈相違点について協議を行い、その結果、新たに合意文書(覚書)を取り交わした上

で当連結会計年度において精算を行っております。 

なお、収益にかかる精算については特別利益で計上し、費用にかかる精算については特

別損失で計上しております。 
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2. 連結包括利益             40,768 百万円 

 

（金融商品関係） 

1．金融商品の状況に関する事項 

（1） 金融商品に対する取組方針 

当社グループは、預金、貸出、有価証券投資、為替、保険などの金融サービス事業を行

っております。 

これらの事業を行うため、市場の状況に応じ長短のバランスを調整するなどして、金

利・為替などの変動による不利な影響が生じないように、各事業ごとに資産及び負債

の総合的管理（ALM）を行っております。その一環として、au じぶん銀行株式会社（以

下「au じぶん銀行」という。）においてはデリバティブ取引を行っております。 

（2） 金融商品の内容及びそのリスク 

当社グループは、貸出金や債券等の金融商品を保有しております。これにより、信用リ

スク、市場リスク、流動性リスクに晒されております。 

信用リスクとしては、貸出金や市場取引などについて、経済環境の変化や債務者の状

況悪化等により、契約条件に従った債務履行がなされない可能性があります。 

市場リスクとしては、内外金利、為替レート、債券の市場変動等が挙げられます。例え

ば金利が上昇した場合、当社グループの保有する国債をはじめとする債券ポートフォ

リオの価値が減少します。 

デリバティブ取引としては、主に、金利の変動リスクに対するヘッジ手段として、金利

スワップ取引を行い、ヘッジ会計を適用する場合があります。 

流動性リスクとは、決済日に必要な資金が確保できなくなり、資金決済が履行できな

くなることや、資金の確保に通常よりも著しく高い金利での資金調達を余儀なくされ

ることにより損失を被るリスクをいいます。 

（3） 金融商品に係るリスク管理体制 

① 信用リスクの管理 

当社グループは、信用リスク管理規則に基づき、与信管理に関する体制を整備し運営

しております。 

貸出業務については、当社グループは現状、法人融資を行っておりませんので、個人融

資先へのリスクに限定されます。 

個人への融資等を行う au じぶん銀行及び au フィナンシャルサービス株式会社（以下

「au フィナンシャルサービス」という。）においては、同社及び保証会社の双方にて審

査を行うこと等で、与信管理を行う体制を構築しております。また、au じぶん銀行に

おける住宅ローンについては不動産担保を取得することで、au じぶん銀行のカードロ

ーンや auフィナンシャルサービスの割賦売掛金等の一部については保証会社より保証

を取得することで、リスクの軽減を図っております。 
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au じぶん銀行における市場業務に係る信用リスクに関しては、外部格付等を参照しな

がら、有価証券の発行体や市場取引の相手方のリスク評価を定期的に実施し、また有

価証券時価の把握を定期的に行い、管理しております。 

② 市場リスクの管理 

当社グループが保有する市場リスクの大宗を占める au じぶん銀行においては、以下の

ように市場リスクの管理を行っています。 

（ⅰ）リスク管理体制 

au じぶん銀行では、フロントオフィス（市場取引実施部署）から独立した、ミドルオ

フィス（リスク管理部署）及びバックオフィス（事務管理部署）を設置し、相互に牽制

が働く体制としております。 

また、経営陣による ALM 委員会を毎月開催し、市場・流動性リスクの管理・運営、及

び資産・負債・資本運営に関する重要事項を審議しております。 

（ⅱ）市場リスクマネジメント 

au じぶん銀行では、市場リスクの状況や、リスク限度枠・損失限度協議基準に照らし

た適正性を、それぞれ日次で計測・確認し経営陣あてに報告するとともに、ストレステ

ストなどを用いたリスク分析を行い、上記日次報告に織り込むとともに ALM 委員会へ

の報告を実施しております。 

運営においては、資金の平均運用期間と平均調達期間のバランスを取ることで市場リ

スクを適正にコントロールし、経営体力に見合った ALM 操作を行うことを基本方針と

し、適切なリスク運営を行っております。 

（ⅲ）市場リスクに係る定量的情報 

市場リスクは他のリスクに比べ日々の変動が大きいため、au じぶん銀行ではバリュー・

アット・リスク（VaR）を用いた市場リスク量を日次で把握・管理しております。 

市場リスク計測モデルにはヒストリカル・シミュレーション法（保有期間 21 営業日、

信頼水準 99％、観測期間 250 営業日）を採用しております。ヒストリカル・シミュレ

ーション法とは、現在のポートフォリオに対して、過去一定期間内で実際に起きた市

場変動をあてはめた場合に発生すると推定される損益をシミュレーションして VaR を

算出する手法で、市場変動の特性を直接的に反映させることが可能になること等が特

徴です。 

2026 年 3 月 31 日現在における au じぶん銀行の VaR は、6,987 百万円です。 

③ 資金調達に係る流動性リスクの管理 

当社グループでは、各会社において、円貨・外貨のそれぞれについて、資金調達の構成

内容や資金繰りギャップの管理、資金流動性維持のための準備資産の管理などを行い、

適正な資金流動性の確保に努めております。 

（4） 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的
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に算定された価額が含まれる場合があります。当該価額の算定においては一定の前提

条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。 

 

2．金融商品の時価等に関する事項 

2026 年 3 月 31 日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりで

あります。なお、市場価格のない株式等及び組合出資金は、次表には含めておりません（（注）

参照）。また、現金預け金、コールローン、外国為替、譲渡性預金、コールマネー、債券貸借

取引受入担保金及び未払金は、短期間で決済されるため、時価と簿価が近似することから注

記を省略しています。 

 

                                                                       （単位：百万円） 

  
連結貸借 

対照表計上額 
時価 差額 

(1)買入金銭債権 86,266 84,947 △ 1,318 

(2)金銭の信託    

  その他の金銭の信託 26,588 26,588 － 

(3)有価証券        

満期保有目的の債券 104,892 94,794 △ 10,097 

     その他有価証券 632,842 632,842 － 

(4)貸出金 6,400,123  

 

 

      貸倒引当金 △ 3,667  

  6,396,456 6,388,075 △ 8,381 

(5)割賦売掛金 812,593   

貸倒引当金 △ 1,126   

 811,466 809,068 △ 2,398 

資産計 8,058,513 8,036,316 △ 22,196 

(1)預金 5,652,425 5,675,717 23,292 

(2)借用金 2,106,400 2,096,172 △ 10,227 

負債計 7,758,825 7,771,890 13,064 

デリバティブ取引(※1)        

ヘッジ会計が適用されていないもの (77) (77) － 

ヘッジ会計が適用されているもの 11,452 11,452 － 

デリバティブ取引計 11,374 11,374 － 
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（※1）その他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。デリ

バティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債

務となる項目については、（ ）で示しております。 

 

（注）市場価格のない株式等及び組合出資金の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金

融商品の時価情報の「有価証券」には含まれておりません。 

 （単位：百万円） 

区 分 連結貸借対照表計上額 

非上場株式（※2） 39 

組合出資金（※3） 0 

（※2）非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する運用指針」（企業会計基

準運用指針第 19 号 2020 年 3 月 31 日）第 5 項に基づき、時価開示の対象とはして

おりません。 

（※3）組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第 31 号 2021 年 6月 17 日）第 24-16 項に基づき、時価開示の対象とはし

ておりません。 
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2．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項 

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以

下の３つのレベルに分類しております。 

レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産または負債に関する相場

価格により算定した時価 

レベル２の時価：観察可能な時価に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外

の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価 

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価 

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ

ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベル

に時価を分類しております。 

 

(1) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品 

   （単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

金銭の信託     

 その他の金銭の信託 － 6,075 20,513 26,588 

有価証券     

その他有価証券 516,301 116,541 － 632,842 

デリバティブ資産     

金利関連 － 27,673 － 27,673 

通貨関連 － 1,320 － 1,320 

資産計 516,301 151,610 20,513 688,425 

デリバティブ負債     

金利関連 － 16,420 － 16,420 

通貨関連 － 1,198 － 1,198 

負債計 － 17,619 － 17,619 
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(2) 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 

   （単位：百万円） 

区分 
時価 

レベル１ レベル２ レベル３ 合計 

買入金銭債権 － 84,947 － 84,947 

有価証券     

満期保有目的の債券     

国債 94,794 － － 94,794 

貸出金 － 6,388,075 － 6,388,075 

割賦売掛金 － 809,068 － 809,068 

資産計 94,794 7,282,091 － 7,376,885 

預金 － 5,675,717 － 5,675,717 

借用金 － 2,096,172 － 2,096,172 

負債計 － 7,771,890 － 7,771,890 

 

（注 1）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定にかかるインプットの説明 

資産 

 買入金銭債権 

   買入金銭債権については、取引金融機関等から提示された価格、あるいは合理的な見積

りに基づく合理的に算定された価額によっております。当該時価はレベル２の時価に分類

しております。 

 金銭の信託 

   金銭の信託における信託財産の構成物である有価証券については、情報ベンダーから入

手する評価によっております。観察できないインプットによる影響額が重要な場合はレベ

ル３の時価、そうでない場合はレベル２の時価に分類しております。 

   なお、保有目的ごとの金銭の信託に関する注記事項については「（金銭の信託関係）」

に記載しております。 

 有価証券 

   有価証券については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル

１の時価に分類しております。取引金融機関等から提示された価格等による場合はレベル

２の時価に分類しております。 

また、市場における取引価格が存在しない投資信託について、解約又は買戻請求に関し

て市場参加者からリスクの対価を求められるほどの重要な制限がない場合には、投資信託

委託会社が公表する基準価額を時価とし、レベル２の時価に分類しております。 
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貸出金 

貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信

用状態が実行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当

該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、貸出金の種類及び期間に基づ

く区分ごとに、元利金の合計額を同様の新規貸出を行った場合に想定される利率で割り引

いて時価を算定しております。なお、残存期間が短期間（1 年以内）のものは、時価は帳

簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。また、破綻先、実

質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、担保及び保証による回収見込み額等

に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は連結決算日における連結貸借対照表上

の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しており、当該価額を時価と

しております。時価の算定に当たり重要な観察できないインプットを用いていないため、

レベル２の時価に分類しております。 

割賦売掛金 

割賦売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額に近似していると想定されま

す。ただし、外部と締結している信用保証契約の対象となっている債権については、連結

決算日における帳簿価額から債務保証料を控除した金額が時価に近似していると想定され

るため、当該価額をもって時価としております。当該時価の算定に際しては、観察できな

いインプットを用いていないことから、当該時価はレベル２の時価に分類しております。 

負債 

 預金 

   要求払預金について、連結決算日に要求に応じて直ちに支払うものは、その金額を時価

としております。また、定期預金については、一定の期間ごとに区分して、将来キャッシ

ュ・フローを割り引いた割引現在価値により時価を算定しております。割引率は、新規に

預金を受け入れる際に使用する利率を用いております。なお、預入期間が短期間のもの

は、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価としております。当該

時価はレベル２の時価に分類しております。 

借用金 

   借用金については、一定の期間ごとに区分した当該借用金の元利金の合計額を、当該借

入金の残存期間を加味した利率で割り引いて時価を算定しております。当該時価はレベル

２の時価に分類しております。 

 

デリバティブ取引 

デリバティブ取引については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるもの

はレベル１の時価に分類しており、主に債券先物取引がこれに含まれます。 

ただし、大部分のデリバティブ取引は店頭取引であり、公表された相場価格が存在しない

ため、取引の種類や満期までの期間に応じて現在価値技法等の評価技法を利用して時価を
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算定しております。それらの評価技法で用いている主なインプットは、金利や為替レー

ト、ボラティリティ等であります。当該時価はレベル２の時価に分類しております。   

 

（注 2）時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融商品のうちレベル 3 の時価に関する情

報 

(1) 重要な観察できないインプットに関する定量的情報 

金銭の信託においてレベル 3 の時価となるものがありますが、これらは、第三者から入手

した価格を調整せずに使用しており、当社グループが観察できないインプットを推計して

いないため、記載しておりません。 

 

(2) 期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益 

(単位：百万円) 

区分 
期首 

残高 

当期の損益又は 

その他の包括利益 

購入、

売却、

発行及

び決済

の純額 

レベ

ル 3

の 

時価 

への 

振替 

レベ

ル 3

の 

時価

から

の 

振替 

期末 

残高 

当期の

損益に

計上し

た額の

うち連

結貸借

対照表

日にお

いて保

有する

金融商

品の評

価損益 

損益 

に計上 

（※1） 

そ の 他
の 包 括
利 益 に
計上（※

2） 

金銭の信託 

 その他の金銭の信託 

 

15,262 

 

287 

 

△36 

 

5,000 

 

－ 

 

－ 

 

20,513 

 

－ 

（※1）連結損益計算書の銀行事業の「その他業務収益」、「その他業務費用」、「その他経常収益」

に含まれております。 

（※2）連結貸借対照表の「その他有価証券評価差額金」に含まれております。 

 

(3) 時価の評価プロセスの説明 

当社グループはリスク管理部門にて時価の算定に関する方針及び手続を定めており、これ

に沿って時価を算定しております。また、第三者から入手した相場価格を利用する場合に

おいては、所定の検証手続を実施しております。 

 

(4) 重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明 

重要な観察できないインプットに関する定量的情報について、第三者から入手した価格を

調整せずに使用しており、当社グループが観察できないインプットを推計していないた

め、記載を省略しております。 
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（金銭の信託関係） 

その他の金銭の信託（運用目的及び満期保有目的以外）（2026 年 3 月 31 日現在） 

（単位：百万円） 

 

連結 

貸借対照表 

計上額 

取得原価 差額 

うち連結貸借対

照表計上額が取

得原価を 

超えるもの 

うち連結貸借対

照表計上額が取

得原価を 

超えないもの 

その他の 

金銭の信託 
26,588 26,592 △3 － △3 

（注）「うち連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの」「うち連結貸借対照表計上額が取

得原価を超えないもの」はそれぞれの「差額」の内訳であります。 

 

（有価証券関係） 

連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「買入金銭債権」の中の信託受益権を含めて記載して

おります。 

1. 満期保有目的の債券（2026 年 3 月 31 日現在） 

（単位：百万円） 

 

  

 種類 
連結貸借 

対照表計上額 
時価 差額 

時価が連結貸借対照表計上

額を超えるもの 

 国債 － － － 

 その他 － － － 

小計 － － － 

時価が連結貸借対照表計上

額を超えないもの 

 国債 104,892 94,794 △ 10,097 

 その他 81,912 81,187 △ 725 

小計 186,805 175,981 △ 10,823 

 合計 186,805 175,981 △ 10,823 
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2. その他有価証券（2026 年 3 月 31 日現在）  

（単位：百万円） 

 
種類 

連結貸借 

対照表計上額 
取得原価 差額 

連結貸借対照表計上

額が取得原価を超え

るもの 

株式 32,663 7,767 24,896 

債券 9,905 9,886 18 

国債 9,905 9,886 18 

地方債 － － － 

社債 － － － 

その他 146,340 140,918 5,421 

小計 188,909 158,573 30,335 

連結貸借対照表計上

額が取得原価を超え

ないもの 

株式 － － － 

債券 402,197 448,848 △ 46,650 

 国債 362,394 402,839 △ 40,444 

 地方債 5,461 5,869 △ 408 

 社債 34,341 40,139 △ 5,797 

その他 41,736 41,945 △ 209 

小計 443,933 490,793 △ 46,860 

 合計 632,842 649,367 △ 16,524 

（注）市場価格のない株式等及び組合出資金（連結貸借対照表計上額 39 百万円）については、

上表には含めておりません。 

 

3.  当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自 2025 年 4 月 1 日 至 2026 年 3 月 31

日） 

（単位：百万円） 

 売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 

債券 52,674 15 3,714 

国債 29,796 15 2,262 

地方債 22,878 － 1,452 

その他 5,351 353 16 

合計 58,026 368 3,730 
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（収益認識関係） 

当社グループにおける顧客との契約から認識した主な収益は以下のとおりであります。 

（単位：百万円） 

区分 
顧客との契約から 

生じる経常収益 

役務取引等収益 144,211 

  銀行業務等 23,132 

  決済業務等 121,079 

その他経常収益 3,631 

  決済業務等 3,631 

合計 147,842 

決済業務等はその他事業から発生しております。 

 

（1株当たり情報）  

１株当たり純資産                                                  133,510 円 18 銭 

１株当たりの当期純利益                                   11,880 円 38 銭 

 

（重要な後発事象） 

投資有価証券の売却 

当社グループは、下記のとおり保有する投資有価証券を売却しております。 

売却株式       上場有価証券 1 銘柄 

売却時期       2026 年 6 月 

株式等売却益     228 億円 

 

（連結自己資本比率） 

銀行法施行規則第 34条の 10第１項第４号に規定する連結自己資本比率（国内基準）は 8.27％

であります。 


